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令和 7年 2月 26日 

足立区立第五中学校 

校長 秋元 聡 様 

 学校関係者評価部会 

松田 正之 

令和 6年度 学校関係者評価書 

１．自己評価書（学校経営計画・自己評価書）全般について 

（１）所感 

   自己評価結果は妥当であり適切に分析されている。評価が不適切と判断される項目もある

が、評価が厳しすぎるという意見であり、学校運営に対し問題を感じているのではない。た

だし、評価項目（達成基準など）については数値で測ることの出来ないものもあり、見直し

が必要ではないか。 

（２）今年度の重点目標とそれに向けた取組みについて 

 ア．学力向上アクションプラン 

「足立スタンダード」を活用した取り組みが行われている。詳細にわたる確認項目を設け 

ており、個別には課題もあるが全般として良い成果が認められる。時代に即した学習タブレ 

ットの活用向上に期待したい。朝読書の達成度●が残念。読書推進週間を設定し改善を図る 

とされており、成果が待たれる。学習コンテストの成果にバラつきが見られ評価を下げてい 

る。結果分析により向上に期待する。 

 イ．自己肯定感の育成 

   挨拶運動の充実を掲げているが、自主的な挨拶となるためには今一歩と感じる。ボランテ 

ィア活動同様に「自ら・積極的に」という姿勢が芽生えるまで継続して欲しい。欠席の多い 

もしくは不登校生徒が若干増加しており、対応の難しさを感じる。「こころの声」の実施に 

より生徒の変容把握に努めているが、「目安箱」などの設置を希望する声もある。 

 ウ．保護者・地域との積極的な連携によるコミュニティ・スクール（CS）活動の推進 

   CS運営委員会（運営協議会）が組織され、実効性のある活動が行われている。授業参観 

や地域行事への参加に成果があった。ボランティア活動については延べ人数としての目標

（200 人以上）に達成しなかったことで若干評価を下げている。人数だけでない評価尺度の

検討が必要との声がある。 

２．学校から提示された「課題」や「保護者・地域への期待」について 

親・教員以外の「第三の大人＝地域住民」として、コミュニティ・スクール（CS）により 

実効性のある活動が行われている。一方では「協力し隊」の形骸化を指摘する意見があり 

今後の課題と思われる。 

３．その他 

いくつかの問題点はあるものの、小規模校として穏やかに学校生活が送られている。新任校 

長に対する好感と期待が自由記述にあることを特筆しておきたい。 

以上 
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学校関係者評価部会 委員の意見（抜粋） 

（１）重点的な取り組み事項―１ 「学力向上アクションプラン」 

評価結果  （達成度 △） 適切  5 不適切  2 

・ 評価は適切と感じました。 

・ 朝読書は良い企画だと思いますが、登校時間にも関係するので一考する必要がある。 

・ 本を読むことの自覚が生徒に乏しいと思われる。 

・ 生徒の弱い部分の強化学習を心がけて頂きたいと思います。 

・ 朝読書について、まずは 3週間で読み終える本を選択し取り組んだほうが良い。それに伴い 

  頑張った生徒を評価する形も良い。 

・ ICTに関しては西新井小学校がモデル校として進めており、それをベースに一層強化して 

  欲しい。 

    

 

（２）重点的な取り組み事項―２ 「自己肯定感の育成」 

評価結果  （達成度 ◎） 適切  3 不適切 4 

 

 

（３）重点的な取り組み事項―３ 「保護者・地域との積極的な連携による CS活動の推進」 

評価結果  （達成度 ◎） 適切  5 不適切  2 

    

学校関係者評価者：栗田・郭・森・土方・髙城・後藤・市川   

・ 不登校対策の評価が△は厳しすぎる。関係諸機関と先生が関わり積極的に対応していると 

  思います。 

・ ボランティアの意義を生徒に浸透させた方が良いのではと感じました。 

・ ボランティアについては懸賞等で生徒を讃えると意識も変わると思われる。 

・ 目標項目にある「いじめゼロ」は今後外した方が良いのではと感じました。 

・ 校内や自治会のボランティア活動において生徒が生き生きとした表情で活動していました。 

・ 「いじめゼロ」の項目が●となっているが、〇でもよいと思われます。そこが変われば適切 

  として評価できます。 

・ 「協力し隊」が活動していない。アプローチと呼びかけが必要に思われる。 

・ コミュニティ・スクール（ＣＳ）となり地域との関わりが強くなって良い傾向になっている。 

・ ボランティア活動の達成度基準を人数として評価しているが、生徒の満足度とすべき。 

・ 学校の評価は適切である。 

・ 取組み項目はすべて◎で良いのではないか。本年度はみな達成していると思われる。 

・ 授業参観に多くの方に来ていただき良い連携やつながりができた。 

・ ボランティア活動に参加した生徒の感じた思いなどを表す方法を考えて欲しい。 


